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研究成果の概要（和文）：本研究では、東部瀬戸内地域を中心とした６遺跡でサヌカイトの石材産地推定をおこ
なうとともに、サヌカイト原産地のデータ整備も進めることで一定の成果が得られた。
西脇遺跡と碇岩南山遺跡での分析結果は、国分台産サヌカイトが播磨地域に広く及んだ可能性を示し、従来の肉
眼観察による予想が裏付けられた。七日市遺跡と稚児野遺跡では二上山産サヌカイトが優先すると推定される。
大河内遺跡での成果は安山岩系石材の入手が国分台のみに留まらないことを示しており、麻畑産安山岩の利用事
例を加えた点が特筆される。高見1遺跡では在地産安山岩の利用が主であった可能性が高く、西部瀬戸内地域の
石材環境を考える上で重要な所見が得られた。

研究成果の概要（英文）：In this study, certain results were obtained by estimating the provenance of
 sanukite lithic materials at six sites, mainly in the eastern Setouchi area, as well as by 
developing data on the provenance of sanukite.
The results of the analyses at the Nishiwaki site and Ikariwa-Minamiyama site indicate that the 
KOKUBUDAI sanukites may have been widely distributed in the south-west Hyogo area, confirming 
previous predictions based on naked eye observation. At the Nanukaichi site and Chigono site, 
sanukite from NIJOZAN is presumed to have been preferentially used.
The results from the Okochi site show that the availability of andesitic stones was not limited to 
KOKUBUDAI, and it is notable that the use of andesite from Asabatake was confirmed. It can be 
assumed that the use of native andesite was a priority at the Takami I site. This is an important 
finding for considering the stone resource environment in the western Setouchi region.

研究分野：日本考古学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
サヌカイトの蛍光Ｘ線分析は、風化面を除去することが必要とされることから分析事例が少数に留まる傾向があ
ったが、本研究で採用した微小な未風化面を用いた分析法によれば、新たに遺物を傷つけることなく実施できる
ことから、分析実施にあたっての負担を軽減する。資料の所有者以外による分析も容易になり、実施事例の増加
につながると期待される。
播磨地域の２遺跡での所見は、同地域で国分台産サヌカイトが主に用いられたことを示し、中国山地東部の２遺
跡での所見は二上山産サヌカイトの広がりを示す。ともに、両産地の石材を用いる集団の遊動域を復元する上で
重要である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 旧石器時代の石器研究において、狩猟採集民の移動様式や集団関係を知るためにも石材産地
の特定は重要な研究課題のひとつであり、黒曜石やサヌカイトについては、蛍光Ｘ線分析による
産地同定が有効とされる。とくに黒曜石の場合は、石器群、文化層の全点を対象とした蛍光Ｘ線
分析を実施する事例が増え、遺跡内での平面分布と原産地との相関など、新たな角度から考察で
きるようになったほか、予想以上に広域的な石材移動の実態も明らかとなっている。しかし、西
日本で多用されるサヌカイトについては、風化面を除去することが必要とされることなどから
分析事例が少数に留まる傾向があり、データの蓄積が十分に進んでいなかった。 
 本研究の研究代表者らは、出土遺物のなかに発掘調査等における微小な欠損によって新たに
生じた未風化面を持つ個体が一定数あることに着目し、それを利用した蛍光Ｘ線分析法による
石材産地推定を実施した。近畿地方における石器群数例について試行した結果、径３㎜程度の未
風化面を利用して蛍光Ｘ線分析を実施することで、石材の産地推定が可能であるとの見通しを
得ることができた（光石・白石・森先 2017）。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、大阪・奈良府県境の二上山（春日山）周辺と香川県五色台という著名なサヌ
カイト原産地を擁する東部瀬戸内地域における旧石器時代の集団関係を、石材を媒介として詳
細に復元することにある。それぞれの原産地を利用したのはどの領域の集団であったのか、ある
いは、ふたつの原産地を往還するようなダイナミックな集団の動きがあったのか。これらのこと
は、それぞれの石器群における石材原産地の構成を明らかにし、石材消費との関係を検討するこ
とでより明確にとらえられるはずである。 
 そのために、新たに遺物を傷つけることなく実施可能な分析法を確立するとともに、サヌカイ
トを主な使用石材とする東部瀬戸内地域においても、理化学的な分析結果に基づいた石材産地
に関する議論を可能とすることを目指している。 
 
３．研究の方法 
 サヌカイトの産地分析実施のためには、原産地での基礎データを蓄積することが必要となる。
本研究の着手以前に収集していた原石試料に加え、適宜踏査をおこなって原石を追加している。 
 出土遺物の分析にあたっては、発掘調査等により生じた径３㎜以上の新しい未風化面がある
ものを選定している。このため新たに遺物を傷つけることなく、非破壊での分析が可能であり、
遺物の所有者以外による産地分析実施の可能性を広げることができた。 
 分析には卓上型のエネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置（EDXRF）を用い、産地の推定には TiO2・
FeO3・CaO・K2O の四つの主要成分を使用している。これらの成分は定量性がよく、分析装置の経
年変化による測定誤差も生じにくいことが分かっている（白石 2016）。産地推定にあたっては、
K2O/TiO2と Fe2O3/TiO2、CaO/TiO2との比を示す散布図（Fe図、Ca 図）を作成する。非破壊で分析
することから試料表面の形状に起因して誤差が生じるが、その誤差を軽減するため、山本薫氏の
研究（山本 1993）を参照して TiO2を分母とした比をとることにしている。 
 
４．研究成果 
 研究期間内に兵庫県の３組、京都府、岡山県、愛媛県の各１組の石器群、計 148 点について蛍
光Ｘ線分析を実施した。また、二上山北麓地域、五色台地域や淡路島岩屋地区を踏査してサヌカ
イトの産状を確認するとともに、採集した原石の蛍光Ｘ線分析をおこなって基礎データの構築
を進めた。 
 
(1)消費地遺跡での石材産地推定 
①西脇遺跡 
 兵庫県明石市に所在する後期旧石器時代の遺跡であり、ナイフ形石器文化終末期に位置づけ
られることが多い。1992 年の明石市教育委員会による発掘調査（稲原 1996）での出土資料から
58 点、春成秀爾氏による採集資料（春成 1980）から３点の合計 61点を対象として蛍光Ｘ線分
析を実施した。分析の結果、１点が二上山産と判定された。残余のうちの大部分について比較的
数値がまとまる傾向が読み取れ、Fe 図では国分台に対して右に平行移動した分布、Ca 図では国
分台の右下方に平行移動した分布をみせる。二上山産に一致した個体を除く残余については、未
発見の原産地である可能性や四国産の可能性が考えられるものの、現段階で産地を特定するだ
けの材料がなく、今後の検討課題となった（光石・白石・森先 2021）。 
②七日市遺跡 
 兵庫県丹波市（旧春日町）に所在するＡＴ降灰（約 2.9 万年前）以前に遡る後期旧石器時代の
遺跡である（兵庫県教育委員会 2004）。兵庫県教育委員会が 1996～98 年に実施した発掘調査の
出土資料から 34 点を分析しており、うち 13 点は報告書に藁科哲男による分析結果が掲載され
たものを測定している。分析結果は二上山産と考えられるものが 20 点、岩屋産に相当する分布



を見せるものが 13 点、明らかにサヌカイトの分析値から外れるものが１点である。全体に分析
値のばらつきが見られ、二上山産、岩屋産のいずれについても確定には課題が多い。 
③碇岩南山遺跡 
 兵庫県たつの市（旧揖保郡御津町）に所在する後期旧石器時代の遺跡で、ナイフ形石器文化で
も新しい段階に位置づけられることが多い。1994 年に御津町教育委員会（当時）がおこなった
発掘調査の出土品から 18点の蛍光Ｘ線分析を実施し、16点について結果を得た。 
 このうち、６点について国分台産と判断できる測定値が得られている。発掘調査報告書におい
て「サヌカイトの大半は、肉眼的に備讃瀬戸系の石材と判断され」ているが（御津町教育委員会
1995）、今回の分析結果はそれを裏付けることになる。国分台領域に近似しながら、Fe図、Ca図
のいずれかにおいて領域を外れる９点については、利用した未風化面の面積がわずかに不足し
ているか、剝離面の凹凸が影響した可能性がある。これらについては国分台産である可能性が高
いと考えられるが、今後も各種の検討が必要だろう。また、他の測定値と大きく異なる値を示し
た個体については、国分台をはじめとする四国産石材の測定値との乖離が大きく、その範疇で考
えることは難しいと思われるため、未発見産地の石材である可能性も考慮する必要がある。 
④大河内遺跡 
 岡山県勝田郡勝央町に所在する縄文時代草創期を主体とする遺跡である（岡山県教育委員会
2008）。2005・06 年度に岡山県教育委員会がおこなった発掘調査の出土品から、縄文時代草創期
に帰属すると考えられる 15 点について蛍光Ｘ線分析を実施した（光石・小嶋・白石 印刷中）。 
 このうち、１点は麻畑産地（鳥取県；白石・藁科 2002）の石材と判断された。麻畑産安山岩
の利用例としては、旧石器時代の事例として蒜山原の戸谷遺跡第１地点、笹畝遺跡第２地点、牧
野遺跡第５地点、東遺跡、および恩原２遺跡が知られ、縄文時代では福呂遺跡（早期後半）、弥
生時代では青谷上寺地遺跡（中期後半）の事例がある（白石 1999、白石・藁科 2002）。これらの
うち、麻畑産地から最も遠いのは笹畝遺跡第２地点で、その距離は 26.7 ㎞である。 
 大河内遺跡で麻畑産安山岩の使用が明らかになったことは、それが縄文時代草創期の可能性
が高いということ、これまでに知られていたいずれの事例よりも産地から離れており、その距離
がおよそ 50 ㎞に及ぶことの
２点において重要である。こ
のような、小規模でローカル
な産地の利用について実態
が明らかとなった事例に乏
しいが、当時の集団領域や交
通路の存在を考える上で欠
かすことのできない要素で
ある。 
 その他については、国分台
産サヌカイトの可能性を考
え得るが、測定値は既知の国
分台領域と明確に合致しな
い。未知の産地の可能性、測
定法や未風化面の性状に起
因して数値のずれが生じた
可能性の双方から検証が必
要である。 
⑤稚児野遺跡 
 京都府福知山市に所在するＡＴ降灰以前に遡る後期旧石器時代の遺跡である（黒坪 2021・
2022）。（公財）京都府埋蔵文化財調査研究センターによる 2021・22 年度調査の出土品から 14点
について蛍光Ｘ線分析を実施した。その結果、４点が二上山産サヌカイトの測定値に合致した。
その他の分析値も二上山の領域に近似するものが多く、二上山産サヌカイトの割合はかなり高
いと推定される。今後、追加の分析をおこなうなどさらに検討が必要だが、二上山産地から約 100
㎞離れた丹波地域で二上山産サヌカイトの利用が確実になれば大きな成果である。 
⑥高見Ⅰ遺跡 
 高見Ⅰ遺跡は愛媛県伊予市に所在する（沖野編 2018）。2017 年の２次調査における出土資料か
ら後世に生じた未風化面のある６点を選び、蛍光Ｘ線分析を実施した。その結果、１点について
は国分台産の可能性があるが、残る５点はいずれも既知の産地に該当しなかった。 
 松山平野の周辺には石器石材として利用可能なガラス質安山岩の産出地が複数知られている
ことから（沖野・沖野 2017）、そうした在地の安山岩が用いられたものと推定される。今後はそ
れら在地産安山岩との関係を明らかにすることが課題となる。 
 
(2)原産地遺跡の研究 
①二上山原産地 
 二上山周辺では春日山（株山）の周辺や関屋盆地にかけて広く原石の散布が知られており、蛍
光Ｘ線分析値はいずれも違いがないことが分かっているが（光石・白石・森先 2017）、これらの
地点は二次産地あるいは三次産地と呼ぶべきものである。一次産地である株山、あるいは石まく

大河内遺跡の分析結果散布図 



りの石材についての測定値を得るために踏査を実施し、原石を収集した。点数は少ないながら分
析を実施したところ、これまでに得ていた二上山地域の分析値と矛盾のない測定値が得られた。 
②五色台原産地 
 香川県国分寺町から高松市にまたがる五色台では複数のサヌカイト産出地が知られており、
藁科哲男らは国分寺、蓮光寺、白峰、法印谷の４グループを設定している（藁科・東村 1988）。
これら４グループの復元を試みるため、藁科らが図示した地点も参考に踏査を実施して原石の
収集に努め、蛍光Ｘ線分析を実施した。その結果については継続して検討中であるが、現時点で
は次のような所見を得ている。 
 まず、法印谷は他と明らかに測定値が異なっており、確実に識別可能である。これまでの本研
究において消費地での利用例は知られていない。他の３グループについては相互に重複する、あ
るいはグループが複数に区分されるように見て取れるなど、明確に分布域を設定できておらず、
今後に課題を残している。 
③岩屋「産地」 
 淡路島北端の岩屋地区では海岸部などでサヌカイトの礫が散布している。藁科によれば、岩屋
第一群として設定された一群と、岩屋第二群（白峰群と一致）がそれぞれ三分の一を占め、他に
四国の諸群と同様の分析値を示すものが少量ずつ占めるという（藁科・東村 1988）。ほかにパレ
オ・ラボによる分析事例（藤根 2002）もあり、藁科と同様に複数のグループを含むことが示さ
れている。 
 踏査を実施して採集した原石の蛍光Ｘ線分析を実施したところ、分析値が広く分散する傾向
がみられた。複数のまとまりを示すものが混在し、四国の産地と重複する値を示すものが含まれ
ることまでは指摘できるものの、藁科が言うような区分に対応させることはできていない。いず
れにしても、蛍光Ｘ線分析の結果のみから岩屋産サヌカイトの利用を推定することは困難であ
り、サヌカイト礫の産状に基づいた成因の検討などを踏まえたさらなる検討が必要であること
を確認した（光石・白石・森先 2021）。 
 
(3)手法における課題とその検証 
 微小な未風化面を用いた蛍光Ｘ線分析には課題もある。未風化面の凹凸や、測定範囲にわずか
に含まれる風化部分が測定値に影響するとみられ、上述の分析例にもそのことが現れている。 
 検証のために、金山産サヌカイトを用いて、同一試料、同一部分の風化面を段階的に除去し、
３種の測定面（①風化面、②エアーブラシで風化面を軽く除去、③エアーブラシで風化面を十分
に除去）を作製して各元素を測定した。結果は次の通りである。 
 風化面を測定した場合、散布図は広く散漫な分布で、バラツキが大きい。エアーブラシで風化
面を軽く除去した状態で測定した場合、風化面に比べるとまとまりが良く、金山東の領域近くに
分布する傾向がみられる。エアーブラシで風化面を十分に除去した測定面では、すべての試料が
金山東の領域に分布してまとまっている。 
 分析試料表面の状態による各元素の変化についても検討したところ、風化することで Ti 量は
ほとんど変化せず、Fe量と Ca 量は減少、K量は増加していることが読み取れる（光石・白石・
森先 2021）。 
 これらのことは、散布図上
で原産地の領域より下方に散
漫な分布が見られる場合に
は、わずかな風化が影響して
いる可能性を示唆している。
今後も同様な検証を試みると
ともに、剝離面の平面的、立体
的な形状が測定値に及ぼす影
響を明らかにすることが、本
研究における手法の確立に不
可欠である。 
 
(4)まとめ 
 本研究において、東部瀬戸内地域を中心に６遺跡でサヌカイトの石材産地推定をおこなうと
ともに、サヌカイト原産地のデータ整備も進めることで一定の成果を得られた。 
 ＡＴ下位の石器群では、中国山地東部に位置する稚児野遺跡で二上山産サヌカイトが優先す
る結果が得られ、原産地からおよそ 100 ㎞にわたる石材搬入が考えられた。同様に中国山地東部
に位置する七日市遺跡でも二上山産サヌカイトが優先しそうだが、岩屋産地あるいは国分台産
地との関わりにおいて課題を残した。 
 西脇遺跡では二上山産サヌカイトが１点に留まっており、断定はできないものの国分台産が
主となる可能性がある。碇岩南山遺跡では二上山産サヌカイトが認められず、やはり国分台産サ
ヌカイトが主体となる可能性が考えられる。兵庫県域の瀬戸内海沿岸地域では国分台産サヌカ
イトの及ぶ範囲がかなり広いようであり、これまでに肉眼観察の所見から考えられてきたこと
を理化学的に裏付けられる可能性がある。 
 中国山地中央部の大河内遺跡での成果は、縄文時代草創期における安山岩系石材の入手が国

風化面の除去による測定値の変化 



分台のみに留まらないことを示しており、麻畑産安山岩が利用された事例を加えた点が特筆さ
れる。また、高見Ⅰ遺跡で在地産安山岩の利用が主である可能性が高いことは、西部瀬戸内地域
の石材環境を考える上で重要な所見だろう。 
 微小な未風化面を用いた蛍光Ｘ線分析には一定の限界もあり、本研究では集団関係の理解に
まで十分に踏み込めなかったが、分析手法として広く採用できるようになれば、先史時代の石材
利用を通じた集団関係の理解は大きく前進すると期待される。 
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